
将来人口の再推計結果と
人口減少対策の方向性

1

令和７年度第２回 人口減少対策推進本部会議
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将来人口の再推計結果

2



人口減少対策重点戦略で掲げた目標と現状

2025年2024年2023年2022年2021年2020年2019年2015年

1,258,3741,275,3501,291,1981,306,1651,320,7821,334,8411,339,2151,385,262県人口
1,271,0931,334,841前回推計

県人口の現状 （人）

⻑期目標︓2060年⼈⼝100万⼈を維持
総務省「⼈⼝推計」、「国勢調査」、愛媛県推計⼈⼝

短期目標 どちらの目標も達成困難
目標１︓2026年に転出超過の解消

2026年（目標値）2025年2024年2023年2022年2021年2020年2019年2015年

0▲4,444▲4,125▲3,397▲2,522▲3,175▲4,234▲3,869転出超過数

目標２︓2026年に出⽣数8,500人
2026年（目標値)2025年2024年2023年2022年2021年2020年2019年2015年

8,5006,5576,9507,5728,0118,1028,44610,146出⽣数

総務省「住⺠基本台帳⼈⼝移動報告」 （人）

厚⽣労働省「⼈⼝動態統計」

（人）
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（参考）合計特殊出⽣率
2024年2023年2022年2021年2020年2019年2015年

1.281.311.391.401.401.461.53愛媛県
1.151.201.261.301.331.361.45全国

厚⽣労働省「⼈⼝動態統計」

2025年の本県⼈⼝は前回推計（2060年78万⼈）時から
約1.3万⼈下振れ

▲12,719（前回推計比）



今回推計と2022年推計の⽐較
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パラメータ推計値
（いずれも日本⼈ベース）
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今回推計の2060年⼈⼝は、
前回推計より約13万⼈下振れ

出⽣数、転出超過︓単位（⼈）



今回推計と2060年100万人維持シナリオの比較
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想定 目標値（いずれも日本⼈ベース）

2060年の100万⼈維持には、転出超過を直ちに解消した上で、
合計特殊出⽣率3.40まで引き上げる必要があり、実現は事実上困難
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出⽣数、転出超過︓単位（⼈）



年齢３区分（年少、生産年齢、高齢者）別人口
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6.2％7.5％

①−②2060年
（前回推計値）②

2060年
①

2040年2020年

▲127,697783,547655,850992,5741,334,841合計
▲19,840345,639325,799420,229443,19065歳以上
▲84,697373,840289,143498,367737,23115〜64歳
▲23,16064,06840,90873,978154,4200〜14歳
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若年世代の減少で
少子高齢化が一層深刻に

単位（⼈）



生産年齢人口の推移
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2060年2055年2050年2045年2040年2035年2030年2025年2020年
289,143327,892374,118430,601498,367577,736637,243689,506737,231

▲38,749▲46,226▲56,483▲67,766▲79,369▲59,507▲52,263▲47,725減少数
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⽣産年齢⼈⼝の減少はこれから本格化
減少幅は2040年頃をピークに、より深刻に
2060年は2025年に⽐べ約40万⼈減少する⾒込み

単位（⼈）



生産年齢人口と高齢者人口の推移
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高齢者⼈⼝と
⽣産年齢⼈⼝が逆転
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高齢者⼈⼝は2050年頃までほぼ横ばい
2050年頃に⽣産年齢⼈⼝と高齢者⼈⼝が逆転
地域を⽀える⼈材が不⾜する恐れ

2060年2055年2050年2045年2040年2035年2030年2025年2020年
325,799359,054385,872405,790420,229419,616429,383437,344443,190高齢者⼈⼝
289,143327,892374,118430,601498,367577,736637,243689,506737,231⽣産年齢⼈⼝

単位（⼈）



人口減少対策の方向性
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再推計を踏まえた今後の⼈⼝減少対策の新たな着眼点
⽣産年齢⼈⼝比 が重要

推計結果の分析と新たな目標
【推計結果の分析】
今回の推計が前回を下回った要因
アフターコロナの⼈⼝動態が期待した方向に進まなかったこと

○社会動態 コロナ禍で抑制されていた東京一極集中がコロナ後に再拡大
○自然動態 全国的な出⽣数減少が予想をはるかに超えるスピードで進⾏
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【新たな目標】
県⺠の暮らしの安定と産業の活⼒を維持するため
「⽣産年齢⼈⼝＞⾼齢者⼈⼝」を将来にわたって維持することを前提に、
○若者の転出超過を段階的に半減
○合計特殊出⽣率をできる限り希望出⽣率（1.50）に近づけることを目指す



＜参考＞新たな目標に基づく将来推計人口（2030年以降）
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若者の転出超過の半減 ・ 出⽣率の向上
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将来にわたって
安心して暮らせる『えひめ』

⽣活インフラの維持 県外活⼒の誘引
若者が夢を

描き続けられる『えひめ』

将来に希望を持ち続けられる３つの愛媛づくり（⼈⼝減少社会への積極的適応）

暮らしの安定と活⼒の創出

若者に選ばれる３つの愛媛づくり（⼈⼝減少スピードの緩和）

働きたくなる『えひめ』 結婚の希望が叶う『えひめ』
若者の定着・増加 婚姻件数の増加 世帯の子ども数の増加

新たな働く場の創出と
⼈材育成と雇用のマッチング強化 等

若者の希望するライフスタイルを
応援する機運醸成 等

子ども・子育て応援機運醸成、
産前・産後ケアの充実 等

医療、福祉、教育など
様々な分野における⼈材の確保 等 ⽣産年齢⼈⼝の急減に対応した

⽣産性向上、デジタル実装⽀援 等
観光やスポーツ、文化、⾷の魅⼒など
多様な資源の活用 等

産業の伸びしろを⽣かし
「質」で稼ぐ『えひめ』

子育てしやすい『えひめ』

新たな目標を目指すための今後の⼈⼝減少対策の方向性

⽣産性と稼ぐ⼒の向上
（地域経済の活性化）


